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この報告書は、沖縄県南部士木事務所の県道28号線道路

工事に係る埋蔵文化財「旧山川村跡一池城殿内地点一」の

緊急発掘調査の成果を記録したものです。

発掘調査は2000年8月11日から19日の僅か6日間の短い

調査でありましたが、それでも多くの成果が得られました。

特に、池城殿内所在の井戸の士木工事の過程や琉球王府

時代の生活層との関連が確認されたことは注目されるもの

と考えられます。

その他に、本遺跡で使用された中国産陶磁器・日本産陶

器・沖縄産陶器等の貴重な資料が発見されました。

沖縄県南部士木事務所を始め関係各位におきましては、

発掘調査から資料整理・報告書作成に至るまで、多大なご

協力を頂き深く感謝申し上げます。

末尾になりましたが、本報告書が「旧山川村跡一池城殿

内一」の理解と、広く埋蔵文化財に対する認識と理解を深

める資料として活用されんことを願います。

序

那覇市教育委員会

教育長仲田美加子



1 本報告書は、平成12年度に実施した「首里旧山川村跡一池城殿内地点一」の発掘調査の成果をま

とめたものである。

2.調査は「県道28号線道路工事」に係るもので、沖縄県南部士木事務所の委託を受けて那覇市教育

委員会が実施したものである。

3.発掘調査については、玉井建設のご協力を頂いた。記して謝意を申し上げます。

4.元那覇市文化財保護審議調査会会長真栄平房敬氏の昭和63年度の文化財調査報告「池城殿内の

井戸について」を第1章に掲載した。記して謝意を申し上げます。

例

5.シカの角については、沖縄県立埋蔵文化財センター調査課

記して感謝を申し上げます。

6 出士遺物の資料整理は下記のメンバーで行った。

宮良文子・伊波かおり・大城陽子・比嘉君子・杉村千重美

フ.写真撮影、現像、焼付等は、伊波小百合氏・仲地和美氏の協力を得た。記して感謝する。

8.本報告書の執筆は、第Ⅱ章を市教文化財課文化財係

筆・編集は島が行った。

9.本報告書に記載した国士基本図は国士地理院発行のものを複製した。

10.その他の発掘調査で得られた資料は、那覇市教育委員会文化財課で保管している。

課長盛本勲氏よりご助言を頂いた。

主幹兼係長古塚逹朗による。その他の執

言
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所在地

調査年月日

首里山川町1丁目22番地

1988年12月12日

第1章池城殿内の井戸

首里台地の西北端部に位置し、16也紀中葉に地下の固い岩盤を掘り抜いてつくられた深い井戸であ

る。

この井戸は池城家の屋敷の南西隅幅岬ヨの内側右手)に細長の瓢箪(ひょうたん)形に掘り下げて

つくられている。井戸口は狭いが(長径約90cm短径約68Cmの楕円形)底に向かって下降拡大しなが

ら地下水の流れに逹するまで掘り下げてある。

地表から岩盤に至るまでの内部の壁は沖縄独特の「あいかた積み」の緻密な石積みで固めてある。

井戸端(水汲み広場)は約250cmX212Cmの長方形で屋敷の建物の建つ地盤より約2mほど掘り下げ

てつくられ、緻密に石敷きされ、北西隅に排水用の小暗渠が設けられている。広場に下る浅い勾配の

石畳道は幅約225Cmで数段に分かれていたが現在その大半が破壊されている。

普通一般の井戸は井戸端の水平線とほぽ同じ高さのところで井戸口を円形に石組みして固めてあ

る。そして場所によっては更に井戸口の三方(後と両側)を石垣で囲んである。

ところが、この井戸は井戸端を深く掘り下げて設けてあるので、井戸端に接する井戸口の一部片方

が井戸端の水平のところまで垂直に切り取られた恰好になっている。そのため井戸口を固める石組み

は桔円形の井戸口を二つに分け、約140cmほどの段差をつけて二段に仕上げてある。そして井戸口と

井戸端との境には縦約85Cm、横124Cm、厚さ15Cmほどの一枚の石板を固定し、安全に水汲みができ

るように考慮されている。

地盤の高いところに残された片方の井戸口の左右には高さ5~60cmほどの石を置き、その上に太

い角材を渡して固定し、それに滑車を取り付けて水汲みするようになっている。

池城家の娘に当たる古老の話によれば、この井戸は御家創立当初からの井戸であるという。地域の

古老の話によれぱ、井戸の深さは15尋絲勺23m)以上もあるという。そして井戸の西方の斜面にあ

1



る山川樋川(豊富な水量で有名。沖縄戦で破壊埋没)と同一水源である。そのため井戸の底は絶えず

泉水が流れ、どんな干ばつ時でも泗れたことがないという。又、山川樋川の泉水の流れ出ていた自然

洞はこの井戸の底につながっていたという。

池城家は16出紀の中葉に王位争いで勝利した尚元王側にたった三司官大新城親方安基を元祖とし、

一家から七名の三司官を出した名門である。そしてその屋敷は首里古地図(17世紀)にも記され、先

祖代々うけつがれて現在に至っている。

この井戸も権力と金力を兼ね備えた者でなけれぱできないような難工事の跡があり、井戸全体の

石組みもすぐれ、とりわけ井戸の内壁の下降拡大した石積みは高度の技術を要するものである。井戸

全体の姿も整っており、水と生活の文化を伝える貴重な文化遺産であるぱかりでなく、今尚池城家を

宗家とする毛氏一族(現在約一千佳帯余り)の信仰の対象ともなっている。

現在、井戸口は危険防止のため鉄格子を取り付けてある。
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まずは、那覇市首里に伝わる民話を紹介したい。

国王が亡くなり、いよいよ新しい国王をたてなけれぱならなくなった。しかし、世子は、チーグー

(言葉が話せない)との風評があり、すんなりと王位に就くことができなかった。すなわち、津堅親

方たちは、そのことを理由に、世子の弟に当たる王子を押し立て、やがては利権を我がものにしよう

と企んでいたのであった。

大新城親方は、世子が幼いころから側に仕え、確かに口数は少なくとも、世子が利発な人格である

ことを知っていた。とはいえ、いかんせん口数が余りにも少ないため、津堅親方たちの言い分に傾く

者たちが多数を占めようとしていた。そのため、大新城親方は、「一言でも皆の前で、出子が言葉を

発して下されば・・」と悩んでいた。

さて、首里城に重臣達が集まり、次期国王を決める大切な会議がはじめられた。当然、出子が後を

継ぐべきだと、大新城親方は訴えた。しかし、直ぐ様津堅親方は、「チーグーでは国王に相応しくな

い。弟君こそ相応しい」と反論した。津堅親方の反論に、ほとんどの者がうなづいた。

最早これまでか、と思われたその時。議論の様子を眺めていた世子が、「よきに計らえ。私は、皆

の意見に従う」と、皆の前で答えた。

これには、津堅親方も驚いた。世子は、チーグーではなかった。これでは、他の者たちは勿論、津

堅親方でさえも、世子の即位に異を唱えることはできなくなってしまったのである。衆議一決、出子

は、王位に就くことができた。これで、大新城親方もほっと胸をなでおろすことができた。とはいえ、

新国王、あいかわらずの無口で、人呼んで「チーグー王」とあだ名された。それが、第2尚氏王統第

5代国王尚元であったという。(以下略)

第Ⅱ章池城殿内について

さて、この物語に登場する「大新城親方」こそ、毛姓池城殿内の始祖である新城親方安基といわれ

ている。安基は、16世紀の嘉靖年間、三司官に任じられている。同時に羽地問切の総地頭職を授けら

れ、「池城」の名島を賜っている。

先の伝説の真偽はともかく、安基は尚元王の即位にあたって尽力し、一旦は息子の安棟に家督を譲

つて三司官の職を辞した。しかし、尚元王の命によって再び三司官に就任し、具志頭問切新城の地頭

職を賜った。

2世安棟は、尚元王代(1556~1572)に父親の跡を継いで三司官となり、尚永王(1573~1588)に

も仕えた。しかし、 1579年、訪問先の中国で客死している。

3世の安頼は、1592年に起こった謝名一族の反乱の鎮圧に功を挙げて紫冠(親方)となった。16四

年、薩摩の琉球入りに際し、講和の任にあたり、尚寧王に従って江戸へ上った。1611年、三司官とな

り、王曳三司官として中国印勵へ赴き、1612年に制定された進貢の10年1貢という期間の短縮に尽

力し、 1622年、 5年1貢とすることに成功した。しかし、翌年彼の地で病没した。明の天啓帝は、彼

の功績に報いるために墓地を下賜、尚豊王は、彼を按司に追封して赤地五色浮織冠を与えた。これが

勲功の著しい者に対する贈位の嚇矢となった。
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6世安憲は、 13歳で羽地間切地頭職を継ぎ、 1670年に三司官となった。薩摩へ度々赴くとともに、

1683年には、尚貞王の冊封使(正使汪楫、副使林麟娼)派遣に対する謝恩使に伴い、法司王男として

中国へ赴いている。

8世安倚は、 1696年、耳目官として中国へ赴き、 1699年、 31歳という若さで三司官に任じられた。

また、歌人としても知られ、中国(北京)からの帰途、錦を賜って、

誰も見よこれぞまことのからにしき

きたのみやこをたちいずる袖

と詠んだ和歌が残されている(一説には、祖父安憲のものとも)。

10世安命(在任期間:1760~ 1769)、 12世安昆(同:1823~ 1829)、 14世安邑(同:1848~ 1862)

らも三司官を勤めている。

15世安規は、琉球処分期の1874年に三司官となり、翌年内務卿大久保利通の命によって上京し、

鎮台支営設置、明治元号の遵奉などを押し付けられた。しかし琉球藩は、安規の帰国と共にやって来

た内務大丞松田道之が示した、中国(清)との外交関係の廃絶などが盛り込まれた令達をはねつける。

しかして、彼は再び陳情特使として東京へ赴き、1876年には退京を命じられるが、常に琉球の立場で、

清国への恩義をもって折衡゛東情を繰り返した。1877年4月、疲労困懲して病を得、飯田町の藩邸に

おいて逝去した。

このように、池城殿内は、琉球王府時代を代表する名家中の名家として知られ、冒頭紹介した民話

をはじめ、旧首里・那覇地区に特徴的な「親方話」といわれる民話に主人公として度々描かれ、地元

の誇りとして人々に語り継がれている。

《参考文南b

那覇市教育委員会、門"覇の民話資料(第4集首里地区)』、那覇市教育委員会、1982年

沖縄大百科事典刊行事務局、胖中縄大百科事典』上巻、沖縄タイムス社、1983年

又吉眞三、旺充球歴史年表』、那覇出版社、1988年

那覇市企画部文化振興課、『氏集』、那覇市、1989年

沖縄県姓氏家系大事典編纂委員会、 W中縄県姓氏家系大事典』、角川書店、1992年
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A.調査に至る経緯と経過

沖縄県南部士木事務所は、首里山川町より首里儀保町に伸びる県道28号線の道路工事を推し進め

ていた。その山川町地内に現状保存していた「池城殿内の井戸」の周辺についても歩道整備を行うこ

とと合わせて石垣の改修工事を行うこととなった。当該石垣はガジュマル等の樹木の根によって崩壊

する危険性が地域住民からも指摘され、緊急に石垣を撤去し改めて積み直す事となった。当教育委員

会としては、石垣の撤去工事には当文化財課の職員が立ち会い工事を進めるよう調整を行った。

ところが、石垣を取り外したところその下位より埋蔵文化財「旧山川村跡」の時期と思われる遺物

包含層が確認され、急拠南部士木事務所とその取り扱いについて協議がなされた。協議の結果、工事

の変更は困難なため、やむおえず記録保存の調査を行うこととなった。

調査は平成12年8月11日~同年8月19日に終了した。

なお、調査体制は下記のとおりである。

第Ⅲ章調査の概要

調査責任者渡久地政吉仞"覇市教育委員会

仲田美加子仞お覇市教育委員会

調査総括金武正紀(那覇市教育委員会

事業事務喜納曙(那覇市教育委員会

弘(那覇市教育委員会調査員島

仲宗根啓(那覇市教育委員会

當銘由嗣仞f覇市教育委員会

調査作業員玉井建設が直接雇用した。

第1表遺物出士一覧

種類

層序

表採

第1層

第IC層

白磁

教育長平成12・13年度)

教育長平成14年度)

文化財課課長)

文化財課埋蔵文化財係係長)

文化財課埋蔵文化財係主査)

文化財課埋蔵文化財係主事)

文化財課埋蔵文化財係主事)

第2層0/10

口

ネ票

第2層10/20

1

第2層20/30
鋤耽船礁石
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撹乱ピット1

撹乱ビット2

撹乱ピット3

11

撹乱ピット4
撹乱ピット5

天昇

撹乱ピット6

ピットフ

、明

ビット8

ピット9

ピット10

2

ピット11

ヒット12

陶器

1

1

1

ヒット13

ピット14

1

1

ピット15

2
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ピット17

10
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3

1

4
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2

2 47
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4 3 16
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1
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骨
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1

2 1

-5-

3

1

0 51

1

24

1

3

37

1

1

2 17 4 1

2

25 61 11 2 449

金属製『青花自磁 合さ
ん
ご 計

52

73

1

12

1

741

221

7

82

叙
釘

8

3

1

割
口
U

舌
判

3

1

」
? 銭
貨

7

2

2

2

1

7

3

円
般
尊
叩

1

1

士
器

6

高
麗
系
瓦

1

4

4

2

1

一
ミ

4

色

1

陶
質

1

2

灰
色

5

4

41

翻

B

一
器

3

4

8

1

W

2

悶
寺

口
縁

5

2

淘也

H

61

1

摘
み

2

H

1

胴
部

6

4

2

口
緑

1

1

1

口

口
縁

3

1

F

1

蓋

棚

1

炯
部

2

口
縁

揮
釉

2

梨
物
口
縁

1

03

1

計

1

底
部

1

1

1

胴
部

1

口
縁

合

1

底
部

2

1

割

1

7

1

口
縁

2

2

2

1

底
部

1

3

4

1

胴
部

1

1

72

51

6

91

1

1

1

1

1

1

1

3

585

2

1

42

1

901

2



十

S

翻
g

トー

、、
、、

、、
ノ

§

0

ルー

ハ＼

t知切

北地点

/叉, 'V

1・、

ト

八

合

§＼

第3図調査地区と層序ライン

南地点

ノノ

'ノノノ

睡

-6-

0 4m

§
遍

、
て

之ミ之
之之之

、
§§
§
 
0

鱒

フ
メ

/
V

ヘ

督
途

ノ
▼

旧
て

ノ
く

ノ上ナ
/

/
て

、
0



A

^

^

第la層

A

^^^^^^■^

第lb層

つ

^

＼

第2層

＼

＼

第3層

一

断面

0

0

E.L.=73.50om

.

1

゛

0

C

ー,.ー'.
0

0

^

^

A,

C

第IC層

断面 2

丸 0

^

ぜ

^

0

第IC層

A^

第3層

根

1 1

;oi。第IC層

文フ

E.L.=73.50om
D '一」^:^ A,

断面3

ーー゛
ーーー

ーーー

根

第4図各ライン層序

ノ^ー

第la層

第2層

""ーー
.ーー゛
"ーー

第2層

断面4

、、

第lb層

砂

＼
＼

＼

撹乱

~、^

地山

.^ー'ー^

撹乱

'』^

、、、、

断面 5

'、、^
.^^
^^

地山

-フー

第2層

0

砂

E.L.=73.50om
^A

2m

0
ι

0
令

y
p

.

.
勺
: 0

.
 
0

d

0

U
.

A
1

゛
写



1

>

十

ヌ

.撹乱

戸
2

6

A

0、、、

3

E.L.=73.50om

17 ?

ヌ
5

4

13
ノ

6

C

14

Q

《

テ
(>

A・・

11

16

9

12

D

P

C

8

EI.=73.50om

0

AI

15

くシ,0

AI

7

ノ

B

<

y

E.L.=73.50om

イ

第5図南地点ピット平面図と断面図

ι

C

BI

/

D
E,L.=73.50om

二

DI

0

8

2m

-
P
、

C
/



B.調査の内容

調査は西側の積み直しを行う石垣部の範囲のみを行った(第3図)。調査区は層序(断面1)A-A'

ラインで、南北の2地点に分けられるが、北地点は既に井戸・石垣の造成時に破壊されたものと思わ

れ遺物包含層は確認出来なかった。一方、南地点は比較的良好に遺物包含層が残っており、調査はこ

の南地点をメインに行った。調査はこの南地点の下位に広がる黒褐色の遺物包含層を残し、池城殿内

の井戸の士木工事に伴う造成士(第1層)の除去作業より開始した。その後、遺物包含層の第2層の

発掘を実施した。第2層を完掘後に赤褐色粘質の地山面が露出しはじめた。その地山面に赤褐色と黒

褐色の落ち込みが見られた。以下、層序と遺構について簡記する。

1:層序(第4図)

層序は池城殿内の井戸の士木工事に伴うものとそれ以前のものに大別される。

前者が第1層で0~0まで細分され井戸の構築工程が観察される。以下、略記する。

暗褐色士層でサンゴ片等の小礫を多量に含む。第1^a層

一 茶褐色の粘質士層で壺屋焼陶器・灰色瓦等を含む。

暗褐色士層で石灰岩の小礫を多く含む。灰色瓦が出士する。-C屈鬼^

後者の層は第2層(黒褐色士層)で厚さ約30cmを測る。本層は第lb ・ 0層に削平され僅かに残る士

層で、16出紀代中国産陶磁器等を含む未撹乱士層である。
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第3層:赤褐色粘質士層で地山である。沖縄の方言で「マージ」と通称されている士層。

2:遺構(第5図)

遺構は地山面にピットと石敷きが検出された。以下、略記する。

ピットは赤褐色・灰褐色と淡茶褐色と炭混じりの黒褐色の4種が見られた。赤褐色士のピットはホロ

ホロして締まりの悪い士層で植木等の樹根痕と思われ、灰褐色も赤褐色と同じ士質を呈していた。2

者とも後世のものと解した。一方、淡茶褐色と黒褐色のピットは北側部で顕著に見られ、僅かに中国

産陶磁器等が発掘された。このピット群で注目されたのは、ピットとほぼ同レベルで確認された不定

形の石敷き遺構(雨端?)を発掘後その下位から溝が確認され、全体を精査するとピット問を浅く溝

で結ぶ形で弧状に検出された。限られた発掘面積のためプランはおさえられなかったが、今後留意さ

れる遺構かと老える。

3:出土遺物

今回の調査で得られた資料は第1表に示したとおりで総数449点である。その殆どが小破片である。

遺物の種類を見ると中国産・日本産・沖縄産等の陶磁器等を中心に多種多様なものが出士した。以下、

中国産陶磁器より述べるが、個々の観察については第2表に示した。

白磁(第6図1~4)

第1表に示したとおり、破片で7点得られた。器種の判るものとしては、皿・杯・碗(?)類の3

種であった。

皿形は内傾ぎみに立ち上がる皿(1)と畳付けを露胎にする外反皿(2・3)が得られている。 4は



端反り杯である。碗形(?)は細片のため示していない。

青磁(第6図5~8、第7図1~4)

第1表に示したとおり、破片で109点得られた。器種の判別できるものとして、碗・皿・壺等であ

る。

碗形は外反碗と直口碗の2種が見られた。第6図5・6は外反碗で、 5は内外面に箆描文・6は無

文のものである。同図7・8は直口碗で、 7は細蓮弁文・8は口唇音剛寸近に沈線を1条浅く巡らす。

皿形は第7図1が稜花皿で、同図2が口折れの蓮弁文皿、同図3が無文外反皿等が出士してぃる。壺

形として酒会壺(同図4)の腰部が得られ、腰部には箆彫りの蓮弁文を巡らす。

青花(第7図5~フ)

第1表に示したとおり、破片で24点得られた。器種の判るものとして、皿・碗形のみであった。

同図5は外反皿で、外面に圏線と草花文、内面口縁端部に圈線が描かれたものである。

碗形(同図6・フ)は高台片が得られた。6は高台の高い碗で、高台脇・際に菊花散らし文と2条圈

線を描き、高台内にも2条圏線を施す。見込みにも圈線と文様を描く。7は高台脇に草花文、内外圈

線と銘款を描く。銘款は判読不明。見込みにも文様が見られるが、全体不明。

詣翠釉(第7図8)

白色の磁器士に鶚翠釉を施した外反した小皿である。口唇部内面に沈線を1条巡らす。器表面はザ

ラザラしており釉薬が剥落したのか、2次焼成を受けたのか判然としなかった。

型物(第7図9)

上げ底状の底面から端反りに立ち上がる型物の杯である。外面に灰色釉・内面に白色の釉薬を掛け

分けたもので、底部の立ち上がりと底面は露胎である。白磁の杯の可能性が高いが、今回は取りあえ

ず外面の釉薬が異なると思われたので別項で扱った。

褐釉陶器(第8図1)

第1表に示したとおり、破片で58点が得られた。その殆どが胴部片で、器種の判るものとして壷

鉢・蓋等である。その中で摺り鉢のみを図示した。口縁部を嘴状にする摺り鉢で、釉薬は口縁部上端

の内外面に薄く施しものもので、 7本一組の櫛目を用いて内底面より摺り上げらている。口径25.6Cm

を測り、第2層10/20より出士。

備前陶器(第8図2)

口縁部が僅かに1点確認された。全体に色調・素地とも灰褐色を呈したもので、田士を用いたもの

と思われる。本品は摺り鉢と思われるが、破片のため摺り目は確認されない。第2層0/10より出士。

沖縄産陶器(第8図3~5)

第1表に示したとおり、施釉・

は得られていない。その中より、

無釉陶器が僅かに8点得られている。ちなみに陶質士器(アカムン)

図面化できるものを示した。
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3は内・外面に薄く褐釉が施されもので、外面の釉薬には光沢が見られる。玉縁の口唇部を持つ長

頸壺の器形を呈する。素地は暗褐色を呈し白いスジ状の混入物を含む。壺屋焼には見られない素地で

喜名焼の系統かと思われる。4は沖繩で「ミズクブサー」と通称されている壺屋焼の水鉢である。外

面に波状沈線を巡らす。口径16.8Cmを測る。 3・4とも表面採集品である。 5は短頸の壺で、素地が赤

褐色を呈し焼成がやや甘い。素地に焼士粒を含む。喜名焼(?)か判然としない。口径10.ocmを測り、

第IC層より出士。

円盤状製品(第8図6)

僅かに1点の出士をみた。褐釉陶器の胴部片を丸く打ち欠いたものである。径は約2.9Cmを測る第2

層0/10からの出士。

銭貨(第9図1)

隠§寧00」の半欠品で、表裏面とも摩耗が著しい。初鋳年は北宋1071年である。第2層0/10よ

り出士。

青銅製品(第9図2)

隅丸三角形の環状製品である。表面は青錆が著しいが、僅かに下端面に鍍金が観察される。本来は

全面に施されたものと思われる。また、下端面には接合痕も観察され、棒状の製品を折り曲げ伶Ⅲ乍さ

れたことが窺えるものである。重さ13.9gで第2層10/20出士。

鉄釘(第9図3)

全体に錆ぶくれが著しいが、幅広の頭部をL字状に折り曲げた角釘である。重さ27.8g、第2層

10/20出士。

鉄津?(第9図4~6)

鉄津と思われるものが、破片で4点確認された。4は内側に暗褐色の鉄津の溶着が全面に見られ、

外側に赤褐色の士壁(?)が見られるものである。鉄津は磁気化を帯び、赤褐色士には石灰質砂粒・

ガラス質鉱物が観察される。炉の一部か注目される資料である。第10層より出士。5は表採資料で

あるが、重さ105.6gで重量感のある鉄津である。表面には鉄錆も散見でき、磁気化が著しい。 6は濃

い灰褐色呈したもので、表面に加熱による光沢した箇所が観察されるものである。磁気化をしている

が微弱である。重さ 13.4gで第2層10/20より出士。

瓦

第1表に示したとおり、破片で76点得られた。殆どが明朝系瓦で灰色瓦と赤色瓦が見られた。その

他に高麗系瓦が 1点出士した。以下、略述する。

高麗系瓦(第10図1)

外面に格子文と羽状叩き文、内面には糸きり痕が観察できる平瓦である。第2層10/20より出士。
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明朝系瓦

灰色瓦(第10図2~4)

2は丸瓦の玉縁部を破損したものである。外面には縦位に漆喰が残り、内面には布目痕と玉縁面取

り痕が残る。端部は未調整で割り痕が観察される。第1層より出士。3・4共に平瓦で内面に布目痕、

外面は箆調整が施されたものである。下端面は調整が見られるが、端部は未調整である。前者が第2

層0/10、後者が焼成良好で第IC層より出士。焼成は2・3が甘く、 4は堅致である。

赤色瓦(第10図5 ・ 6)

5は丸瓦で明椅褐色を呈したもので、焼成が甘い。内面に布目痕と玉縁面取り痕が見られる。端部

は平滑でナデ消したのか判然としない。6は平瓦の下部片で、赤褐色を呈している。焼成は良好であ

る。内面には布目痕が観察され、両端部には打割のための凹みが見られる。端部は未調整。外面はナ

デ消しが施されている。 5・6ともに表採資料である。

ヤコウガイの蓋(第11図1)

1点得られた。下端面は剥離痕が顕著に見られかなの使用したものと思われる。また、本品はかな

り風化が著しく白色化を呈している。乎に触れると貝粉は指頭に残る。第2層0/10より出士。

ウマ(第11図2)

ウマの右寛骨が1点得られている。骨端部には鋭利な刃物で切断された痕が観察される。第2層

10/20から出士。

シカ(第11図3)

シカの角が1点得られている。先端部は破損しているが、全体を窺える資料である。人工的な要素

は確認できなかった。第2層10/20より出士。
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第2表遺物観察一覧

挿図番号

図版番号

第6図 1

図版5の1

ノノ

ノノ

皿

ク

ノノ

ノノ

1/

灰白色で微粒子

地

ノノ

ノノ

ノノ
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0

なし
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第7図 1

図版6の1
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6.6
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す。
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以上、発掘調査の成果について述べた。調査に至る経緯については、第Ⅲ章でも述べたように、池

城殿内所在の井戸の石垣の改修工事に伴って発見されたのがきっかけであった。池城殿内につぃての

歴史的背景については、第1・Ⅱ章において詳細に紹介されているので参照頂きたい。ここでは、僅

か16m'の発掘調査であったが、調査成果をいま一度整理して若干の要点に触れまとめとしたい。

層序は第1~3層の3枚が確認された。第1層は池城殿内の井戸を構築する際のもので、第2・3層

を切る形で検出された。第1層は0~0に細分され、 0→b→0の順に造成工事が成されたことが明

らかになった。時期的には少なくとも16世紀後半以降と者えられる。

第2層は、南地点で僅かに確認された遺物包含層である。北地点は、井戸の構築の際に撹乱されて

おり詳細は不明である。得られた遺物の殆どが、本層からの出士である。遺物包含層の広がりは、既

に道路・マンション建設等で破壊され押さえられないが、周辺の地形より推すると遺跡の本体部はマ

ンション側にあり、県道側へ堆積したものと思われる。第3層は無遺物層でいわゆる地山である。本

層上面でピット群が検出された。

遺構は、石敷き遺構とピット群が確認された。前者が家屋の雨端を想定したが、調査範囲が限られ

ておりプランや性格等は掴めなかった。後者についても同様であったが、最下部で確認された弧状の

溝で繋ぐピットは、今後注目される遺構かと老える。美則列資料としては、天界寺助で検出された円弧

状遺構がある。

出士遺物は第1表に示したとおり、自然遺物と人工遺物に大別できるが、いずれも小破片で得られ

た。前者は希少であったが、ウシ・ウマ・ブタ等の獣骨が得られた。その中で、全形を窺えるシカの

角が出士したことは、注目される資料かと考えられる。シカの遺存骨が得られてぃる遺跡としては、
註4註3

首里城跡・天界寺跡等がある。天界寺跡では角や四肢骨等が得られており、四肢骨は食用に供されて

いる。

人工遺物では中国産・日本産・沖縄産等の陶磁器類が多く出士しており、中でも中国産青磁片が多

い。時期的には16世紀~18伐紀にかけて見られるものであるが、主体は16世紀後半である。その他

に、瓦類・銭貨・金属製品等も得られている。

以上のことから、本遺跡は首里城を中心とした城下町の屋敷跡と吉えるが、発掘調査面積に限りが

あり詳細は判然としなかった。今後の首里城下の発掘調査において、僅かであるが貴重な資料を提供

したものと吉える。

第Ⅳ章ま と め

20

《註》

言主la

b

島弘・渡久地政嗣・當銘由嗣『天界寺跡』那覇市教育委員会 2000年3月

島袋洋・西銘章他『天界寺跡(Ⅱ)』沖縄県立埋蔵文化財センター 2002年3月

獣骨について、金子浩昌氏(東京国立博物館)・瑞慶覧尚美氏(沖縄県立埋蔵文化財センター)の両氏より教示を得

た。記して感謝する。

盛本勲・比嘉優子他『首里城跡一管理用道路地区発掘調査報告書一』沖縄県立埋蔵文化財センター 2001年3月

註1、に同じ

註3

註4
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^Ĵ

、

毒.児

S

^

9・
子,",,

゛コ

^

ニ_
J ^"

^ T

J、

'

Jι A ゛

]?

^^^^

弓二、ー゛
゛"'

J゛.{

.七、;

r.1;

桑

5?、、」、ー'ノ

・%
三顕

、

'^^^^

^^」^.,

南地点逆儲状況

,、:六、、~".、ー

町南地点層序

」ノ

'f".,1
^'゛一毛.▲'ー
^『J 、,

゛"、.、j,'"、、,'

ー'

ヲ式で忠淺一梦

孟='゛

、
幸

ー"

ぜ_モ高,'、

尋J

建

^

^

ン

'

ー^
^^

、亀

ニ^

輔

^、^

..二亀、_.

.,、

τ
'
,
 
U
、
」
;

X
ソ
聟
^
・
.
・
.
'
一
、

点
一

,
.
'

*

メ
、

1

」

亀

、
芽
髪
多
誰
疑

六
誠
"
゛

、
气

一
」

:
ー
ー
、
.
{
ー

.
ー

、
"

J
.

マ

げ

ー
,

ー
ー

4
,

ミ
、



.ー」」.]',、、゛、」、

.凡"チ'ニ"ι式、4')ー,、゛ J'ノキ゛●一',穿,■▲"",.J心一、ゞ",ー<'."う、、、'ニ.、.:;'、子._4上,τ'、'キ,●,,、',宅山匂▲"",.J、凸f、ゞt,'く冉,'.. 1 、'、.ー

・、.、・."'、J・,ー,'、・'1-ン゛ー゛・'、',イ'J'.打1^!'む,ー..

」・'."41み、、弄0 '.゛'J"、゛・,モ,.壺"学、'1上、1-

,,'.,.、 V.ゞ'キ"ー'- J 、、.ユ',、、.,、ぎーー,、、、1,ーーー

.". J、't、,,".、、、ー、,'."'.『..."

、',.レ,、ν1、゛・,」ニ、,、.,,,、'喜会「す早、 i [毛.、=・',ー、゛"

"..『●.、宅'ι゛.七'゛゛→J .」.、ι.」
、、「、^」ノ、、三.^,、゛゛.、、、ヨ^ー.,.'ー,"、,ー

'゛ J'、^イ"..、'..,,、七、.'.、,*,、1、・'.ミゞ゛$き.

..,'...",,'ー.ーー'イ',..t,、.高,.、,ー'、、

f'・'、';疑二μひ.'1瓢ずtj武'、、毒ξ'、.,:!瓢二ー、,、,"ー'・、';ー=、',"'、,'、、,"

・・', JJ'.、1、戸↑・,・,宅声'三、,.、'・"・ヨ、・、・、,,、゛'、"'ー^!,,'ニ

~「、] 1趣毒'覗'手ず,'、゛J十'ー,、,・ニ'.,.1 .'i-.',ニ'二催」.'、^,"'"'●,匡

.ー,゛,,..ゞ'ー'¥',一●,ー,゛、、、,.'、ー"ゞ..、ー'、'ゞ、,

^ノ→モ.゛ニ^ー'ー

rl"'エ゛,拳』゛、J 1 急"ψ寺 1、..

、・,^ξ一',,'.':事ゞ越N/'

、"琴"'六老",、少

、.j、'
イ

ナ

ノ、と^ノ

会、小

^

曇

ユ

^

^

^

^

^

二勇一蚕ーニ

,.ー
1^・イ、

雁,'ーーーー'『ゞ,.

キ

^

^

^

.

^

^

^

,み.」

^

^

鬼'.,^

よ'γ'一訊τ
^

^

',、冨

'制、ー

ノ

^^

^

1
'^

^^

^

^
、コ昆

石敷過構

9

>'^

^

^

^

^

'昌

^

^

-3昆

^

^

^̂

f

、

^

゛

^

^

1 )金'..
戸尋,,

,

、、

^

ー゛

』

.^

!^

11

、、

1

ゞ

'

'ーニ]

^

や、"

ーー

ぜ含'S 壁

^ー

"、寸
▲

1・途
'- i'_

^
^

、'、凡.ン.

智゛、

二

^゛

ξr- 1七

^^

図版4

ーム、f

イJt9,、、・む、,・・ξ,

,.^、J I,、戸、ニ"'ー'

,1'r皇●^It゛、、, J・、、
^^'一予

/1・、、ー

ゞ

1

り二',"

^

左

;, ,、.,

゛

.子

毛、1 ■

tゞン'

^

t

'、

1

イ iX丈・・、"サ'・'・

イi敷遺構半裁状況

ヤ1"

,二疲

゛〒

^ 南地点の完掘状況

ト'

」」

一
、、

三
^
、
一
.
号
、
,
づ
、
、
 
C
 
入
〒
゛
、

^
、
^
、
,
、
、
、
゛
'
、

^
ー
^
、
、
,
"
、
ト
ゞ
^
＼
、
、
、
、
<
、

一
、
>
,
、
,
、
゛
、
、
、
、
、
、
々

^
"
、
、
ト
、
、
、
・
、
、
、

●
、
叉
、
、
゛
、
、
、
,
、
門
、
、
、
、
、
・
、

ノ
、
『
、
、
、
、
、
、

、
之
、
 
i
、
、
、
 
4
、
;
:

・
、
、
、
・
、
、
＼
'
・
、
、
、
、
、
▲
^
゛
、
、
、
^

一
、
.
、
^
』
^
、
,
、
、
气
、
,
ー

.
、
ー
・
、
、
、
、
、
§
.
ー
、
,
ゞ

、
、
ー
、
:
、
.
 
t
 
一
へ
.
、
、
.
、
 
Y
、
ゞ
・
、
;
一

゛
ノ

ト
¥

、

}
'

一

、
一

二

、

一
=

=
堆

、

、

一、

=
、
一

、
゛
ず
ノ

J
 
1

、
,
、
.
サ
゛
、
.
ー
、
、

纎

'
、
、
、
、
・
、
、
,
.
、
1

J
 
.
=
=

、

ノ
、
,
;
,
、
、
、
:
、
』
.
見
,

,
、
ー
,
:
、
.
一
三
一
こ
、
、
,
.

y
 
、
十
'
一
'
、
'
「
乢
气
 
L
、
 
J
 
し
、

咲
・
・
,

,

、
、
、

、

,
ナ
、
、
一
-
 
1
气
、

゛
,
、
'
、

、

,
3
.
ゞ
、
、
゛
、
、

"
.
一

一
づ

「

、
?
ヰ
÷
ノ
"
ー

、
二
を
ゞ
工
ぞ
、
゛
一
、

q
,
、
ニ
÷
、
,
゛
一

t
L
L
 
4
 
'
、
 
J
 
.
、
,
ノ
"

'
一
;
'
-
L
 
-
.
{
一
'
 
J

ノ
'
、
ト
一
、
.
、
'
ノ
、

孟
丸
皇
、
 
Y
、
一
二

、
一
学
ト
、
'
,
一
一
,
,
一

,
一
七
ξ
・
・
一
勺
'
-
ー
.
、
゛
,
、
.
゛

一

一
゛
一
ニ
イ
ξ
 
J

,
,
.
ナ
ノ
ノ
一

L

、

、

.

J

郭

ι

゛

キ
、
、
、

.

レ

゛
メ
゛

~
、
、
'
,
へ
、
、
.
、
ニ
、

」

ノ

迂
、

、
や
之
タ

^
、
、
ど
、
コ
一
;
,

L

i、、
一

、
.
゛

＼

、
.
ん
、
'
、

、

ン

,

一

上

'

、

]
一

、

.

.

ト

i

ム

一

.
●
す

「

1

J

ノ

一
と

1

゛

一
[
一

毛
 
J
 
.

÷
一
、
'
一
[

゛
゛

麗
1
-
.
气
,

j
 
ι
W
蝶
ゾ

,
、

'
、

、
、
』

<
・

ト

」
゛

'

.

1

ム

卓
'
、
、
,
一
一
子

一

1

.

=

.
、
'
,

ξ
]
、
フ
,
,
ー

ヨ
゛
」

,テ

、
写
,
一
宇
、
一
.
'

■
.
毛
'
毛
一
、
゛
一
一
一
斗
ミ
ー
」

、
'

゛

"

[
.

'

ゞ
邦

↓

'
了
.
ー

"
〒

一

女

J
、
■
,

一
ン
一

↓
、
ニ

"
、
'

0
 
、
"

.
,
.
.
一
'

七
,

ノ

,
弄
七
、
一
唯

乞
二

,
、
、
ゾ
¥

＼
y
二
●
、

、

、
一
ハ
.
ノ
之
サ
ー
.
゛
气
ゞ
む
.
^
-
ー

ご
,
 
J
 
气
ゞ
t
 
气
圭
,
ト
 
L

J
 
L
 
゛
乳
、
、
 
4
t
、
 
L

.

区
三
、
3

、



^

ーーイノ J',=气ψ二子4■"ゞ)

'、ゞ" 2

、

" Jノノ
、昆 " jイ'耳'J イゞ/ 1..〕

i

才

亨

'会
'
゛

It
γ.、^L11j)
y
ノー

气イーノ

ーーー,',ノメ巳,・/J'」゛凸一」,,

・,弐、 J野ンー、'学声舞七gミ1ゞ:づ
;i一多、q江イ't"ニ'

^J

.^^

、J
工

ノ

ノ

ノ
、J IJ

_、,・ニ、、ユ、J ,,、J 、:r.マ"

"〆り、玉§-4'才气'蔀,ー

1「二云÷/ず,'

『゛μ" J 、 J,『ノ号.'^

今2イ1三謬j二gξン、蕗;芙多七三1チ安ジ
1郭一ゞt ,畷一琴'1 /
'欝1,"又,当ゞ沙、§

:、",加9孝」キ÷4 '1'

^ "'

^、

ゞ

Xイ9.ゞ入,'・.'イ.゛'●

i

"

ノ

、J

t●L,

、ー,"

、
→ール

4,

キン'今

' 辻経女゛
、¥

、、

4

ゞノイ.,'
jJ

ιン,゛喨゛畳式々'1=,

y

J翫」_

^

ノ・芥少J-、学、'ーー姦'ーー邉

ノ'●主'、'烹

','ι"/t二、声'芽一!゛,ー.ぎ1 1

',、" A畢;ー,・゛0'ン'唖ji,¥ご

",、, 6

^ー
「

^

ゞ"イ

・乍

、ー
Jケ

冒

^.、

^

^

ノ'

^

J ▲'゛J

図版5 (第6図)白磁:皿(1~3)゛裂4)、

坐'裟塗t弓条確、・・.み)
'ー'迅ゞー'・ゞ、,,゛, J {

ゞ,、ーーf、、、・ー
ーー,ー'ー^し.ー'、

,、 J 、ーノ丁':3イイ、^ J.、'

';':.驫、ξキ、'i主"三T41;孝七丈メ三' fJ

、琴心金ξ〆'

,;゛、,,

、.J 、ノ,4_.,'

青磁:碗(5~8)

8

、
一

1

ノノ.

＼
、
一
」

J
 
/

゛

、
ノ
゛
ノ
ノ
゛

』
.
ノ
ノ
 
J
 
、
ノ
、

ν
"
ケ
、
゛
イ
ケ

,
.

ケ
ψ

、
、

ヌ
'

J
イ

り
、
ノ
ナ

、
ム

＼
、

、
、
一

j
艷
.

ー
"
子

一
,

一
'
゛
キ
J
 
ぐ

レ
'
^
'
^
^
、

武

J
.

ヌ
お
勗

+
」
遣
 
J
 
J
 
■

J
 
J
 
J
{
 
J
 
,

ケ
ー
^
^
ー

、心
二
一

毛

J

一
号

-
J
 
.

J
「

ー
:
'
;
■
、
、
、
ノ
乙

野
t
 
c
^
逝
、
^

」
美
二
、
、
三
〆
ず
宍
厶
心
゛

乙
、
、
●
呈
、
゛
尹

、
む
忌
症
.
ル
一

'

三
三

゛

ム
滞
ン

ノ
ノ

y
 
一
一
,
き
ノ

ξ

.
^
、
,
f

、
.
ゞ
キ
十

U
ぎ.

"

Y
"

.
■
 
q
、
.
ナ

,
゛

母

三
,
戸
"

.
'
ー
'
、

,
ー

ゞ

'
ψ

.
」

、

一

プ

喝
、
、
」

'

リ

ム
゛
』
,

'

一
価
一

二
が

ノ

'

ノ
'

'
交
.
、

.
一
、
气
、
,"

ー
ー
ー

一

六

、
、
'
、
ヤ

'
゛
一

◆
紗

"
'
,
1

ご
、
゛
.
ι
一
欝
五

、
J
 
コ
゛
一
、

,
.

一
゛
.

4

〕'

ノ

島

,
一
隼
,
゛

' 生

、

.

』

'

、
 
L
 
'

考
 
1
尋

.



」ノー
一■.゛詔^,.

^J ●11三二
'ノ、ゞ、゛

ミ'卦終'之念
"ニ*ιCゞ

.j、,

]一-r

1、,'.,二f

'電

't

'^

ずゞむノノ、

'』 '二三電ご,毒二稔、ミtif
"xj、,'

^ー.鬼、

.リU」ノ、,,

」.^.゛、

、票.',"・

1、f、渇●心""・■'

、'+,,゛'.、 0 =ー,▲

,己".人ナ'玉'

メー"

ノ

'.

01孟、'"",、゛f,サ'.、゛玉' T ,t'、 1時" i,
イ"'.嫉、ゞ;支"',・/,じ..ヤ'
,、.".、1,゛.Yイ.'.

"二 1斗,L二J.'一劃、タ゛"ーゞナ巳、,'

▲ J◆.、"ーー.予、 J-」

i'゛^ゞ、ーノ.+,

→J、グー'§美'延,'

.,、 ,子イ

1トシや j、、

^

ι

"'J J^

、

9

杯⑨

气

^

陸島.・・

^

_ノ

二11

1 "」
.J

X","、
ノ
、;OJ三t

/J

i.

J

、七 y

3

^

、

、

'畢"゛-6

4

^
^

占.'、ユ".才゛゛'

.1粂ゞ^、1シ謬{契一

}、","、 4ニノ、"

^

^

'叉、゛n
-T-"角瓢^

^＼
ー^

毛,三ヂゞ'.<、

.戸/、'ダ、,舘々ミ●為;■戸"、,ど、.

"・ゞ春ず三J 子;
'■iゞ

j

ノ
^

ーーーー^ー^'ー

.コ

、
.、

=立,"^

^

4、

^,"

'J

、

^

図版6 (第7図)青磁

、,ニ ^

J^

4=●卓

六^予
^

8

皿(1~3)

/

6

ー'昆、「こー"'J 、'、●'〕

゛,ノ、ノ',ノ.ぜト

7

壺(4)、青花:皿(5)・碗(6・フ)、詣翠釉:皿(8)、型物(不明)

.
ー

y
"
彫
ハ
X
 
へ
ゞ
よ
y

む
 
r
.
y
む
ン
ι
ゞ
J
1
、
、
弐
y

j
 
i
.
'
,
ノ
ー
,
一
一
ご
"
乏
毛

一
」
 
J

一

i

'

J

ノ
.
一
.
、
゛
と
一
 
t
 
、
、
9
 
゛
^
心
.
、

ニ
;

M
 
、
ー
'
ー
ン
三
一
一
 
S

一
「

,
ノ
.
゛
 
q

二
弓
勗
'
ξ
1
 
,

,
二
七
 
y
'
ξ
y
、
゛
つ
Y
弍

二
ξ
 
Y
一
二
4
×
.
、
ノ

三
1
P
ゞ
子
、
イ
エ
＼
叉
.
ー

三

勺
f
.

、

〆
《
.
ゞ

,
鄭
、t
5

.
,

/
,
"
.
、

1

Jノ
一

、
.
/
J
、
、
▲

式

ナ
i
'
!

弍
,

/

ノ



邑暗登磊区・(寸憙質・(醜・巴捲一誰里製罪ミ,(N憙算一窪温堰,(ご蓋一讐一遷窪(函的避昼図

、

,、、↓、二 J、才ユ心、▲

、)ゴ,'、ー'玉ミーー{、ー

、ー'.ーー一、}". t 、, 1- y 1/ー、ーー{叫 1;エー、、】、L'ー

'、ミ【t 11元 1 、.ー'↓'[ノー']、,工叫ムー上ノー t +ゞ、ー、ユヘ;ミ゛」司主、、文{ーー

゛"ー]ーーーーーーー、

、

やゞ゛、入、t

、

、

、

Υ゛1L

、、、ゴ
,
比

、

、fぷ掛一甲

見'、、、{、"气ユ

、

一

ー、

、

4 、

、一■.

、
一、ゞ

、

1
1醸

气

¥

゛气キイ、

、'、',

一、、ー、 T 、.『鬼

ノ、^^、＼」气,、小^

'欝恵、

ず.、

ー+

气

、

<『.々、、いし、

1

一

羊

会工y1 ;ー

ー゛一

下
、

、
ミ

、
;
ゞ、
"^,"
ー゛、゛

;X^)^
、κ一
^^^,.
、
^,,

- T {ー、、,亀、一

、キ、'寺、r.゛喫^Ψ1 -

ー
.",
、
"':
、
.b
、、
N
气
.
゛
,
鴛、、一、
.'

゛」 t 腎゛イ'●ノ

ーーN :空":ーー
..

J1
、しし、
1^.
゛
^
、
U.
、、畦

ノJ

、、、'、,.〒一

^
、゛
:^
、、、、＼岐、
L
ゞ゛ー゛、
:

」、、
0
池き、
N
゛
.
゛サ、
'
、、
.
、喜
,{
七
1'
、、
"-4
、パ
^

、ーづ、一]"ーイ、イ見、キ,、ー+,

4 ゛一>

一゛、、>り¥し、一゛一" J、,.

、^.熟.,一^、、

^一、.'イー,气」、^り'^^^ゞ、、゛^、

ノ゛゛^ Y1、气^^ー'ー:、)ー,ト、、

今
勺

＼

、

、

.

Y甑

、ー゛

、

X

(、゛.ー、^ー^

,"イf 、ー

、メ、.、、

[、X、ー{、

,父、迎

.

■.

ゆ

ι

f <人ゞ、契气きひょ葬☆ふミ弐"三小t二

゛、{ー、互+ J ーノ、、*、、ー、'号」,

゛゛

ー)j゛゛、、ミ↓b u、N かt 翠

'.

小ゞ'U

ーヨ、、 1 L 、ー」ー、、'り{」, J

^じ、'f峡1Y

ヨ辛.」リー i 1 -ート、、、」ー'」

府.゛、七ヰ'メ゛ーー-0 ケーー

寸

ココユ;

S
゛

ーコ+ 1J

Φ,、、辻、

゛゛. L、、＼、'.ξ

^
、゛
:
、入、、
,
、
L
、
n^^^

、＼

m

N

、ーーーー、、.

.ー、べ、一'

Ⅱ▲、斗

、、、、"

.ー、、ー」、、{+、肝 4 ' Y、司とが乳.

、畷券1.、 』、.、、、 t ,

ミー、、π宜,、{、'

J / t 4 、、 q 、、.

、'斗

.

)+一、,乃," r L .ー{、、

,^- f,代、~トゞ父1゛、一

ゞ,、ノ」ーーーーー■▲、、
、

、

ι

、

?●

＼
し、、ゞ、黒,・

一

祁ゞゞ、ー' M小、■^&Aマくー

、,゛.、斗見、 J 、゛

、ι、
,
、ι
[
〔、、
.^
、」

r 、ー(,「1Ξ.トJ J ,ド.イー

゛ゞ欝鄭N、

ゞ

、
.
、

f'.'

11・11'、1
゛
,

'

?、■
"町
J
 
J
、§セ、

.ハ
ゞ小
y
u
u

"融

乎

'ー
、
、

1、

4<、

、N、
'

Υ

J
J

、
、
、

立

勺
 f 、

'ゞ

j,、

§
、

'"、
、



ゞゞ、鰯,."』』,轟ノ.、、%メ"'
,、;.

ー゛"'!、'」一『

.、,.- J.. AI

、

ー、、ち'.;,,、ざ"

・、「●腔,

・ 1

瓢毒,,、

、ミイ凱'割を子.,ー".ケ1J /

3

2

邑」一'

γ・,ー'

'4_一ξ,'_.ニ'."..、゛Yー/J,.

葬写昆'1三'二琴1匙,ー、た11f"k、
、气,;. U'玄点"'π、'、fξ§iJジ・ゼー途影13t

4

図版8 (第9図)銭貨(1)、青銅製品(2)、鉄釘(3)、鉄津?(4~6)

_、'゛',,'゛k瓢,望革亀匠;、>:、

ン"・'、゛,、ぞ▼ilゞ、ニー羊^・,1三."、;ヌ゛、.,、▲'..、

ξ"'師,4、、ミ^g'!・1_之1当、'、.
'、立f、、、'17J 、'气箔;:il}1C・、・'、,ニ、'1ゞ';轟 j

ゞ式ミ"難匙や無

・,-N・ー・・,,・'獣゛、X"、、,'ー
f,、、、'「身宅'、.、:1Y,鳥'轟 J,,.

'ーー・翻.・'1、,'、'五 1 ,ー'゛".,邑','

"゛t 孤・、イ^、、りざ、ー
'ゞ'、.'11、、、武,1参÷气','賢、','1、、、','t ・ C气',

J、、」、しち^゛

6

5

1 ^,'ノ,゛'
・ニ・

.

.
、

,
、
、
,
ヨ
ユ
一

ー
、
,
,
'
一
一
'
,

ダ
"
一
一
一
.
'
.

▲
゛
、
'
,
 
F

'
r
"
●
、
、
-
ー

1
 
冒
ヨ

.
'
」
冒
弔
"

.
 
J
 
、
,
'
'
、

ゾ
、
゛
一
グ
一

'

一

,
一
辧
ン
、

、
▲
,、
'
一
^
、
オ
、
,
リ
ー
、
,

見
J

J
 
゛
,

'

、
一
'

.
、
」

゛
・
巨

扇
'
,
●
一
一

゛
ー
・

冒



,1;γ1-'

-1

f

.'.ノ

^^
^ユ

,3

」,◆J『.+゛]

1'、ゞ才、シ.'..

卓冉、 」

ン
^

"..,

゛・露之影、・,

. g膨t・0'
ノ',〕. J

_,^'.':^'1冨ヨ゛禅、
t.t・ミーι1き、、'、ヨ 1

' J'●1ぎ0 "」

ー. +メ,"・1ン、、J

、{{',゛'・
"

子.イ
.

グ→

4

/J
J 、ι.

、

Jシ"J

气ユ

『'^.^^戸
ノ

"JJ

図版9 (第10図)高麗系瓦:平瓦(1)、明朝系瓦(灰色)
明朝系瓦(赤色):丸瓦(5)・平瓦⑥

=革b

4イ

/1 J、ゞ今

■',.ゞー.ーノ,ー

",-1j'._.d ゞ,、,

亀 i/

ー^

■"

」ー

、『

]

五宝,'.'・・・'、"・ 1'
'、 J゛ー'÷""',1 "'-i

^

巡"4-ー.'.' t'1 五畢Xh'ー;・_・iJf、"',.モ

曝" Yli.A怨t製弓三.」.・, C ゛窟・ー,牙・ー・・・",
'ニ、'ざ、"!』_、.コ"、七X三1立一"J・シ:ユ・{3

J-'、

ー,,ノ

.,J

'匡

」

1

^^

、

^イ、1ゴ

生',ノ゛.'.'

^ 」^

●".〒]」一罰゛、. J-゛

丸瓦(2)・平瓦(3・4)

ゴ

J

,

y i-""

',.

'^"-J"

、

二 1子

M 、.

2

ノ

ι.
^

イ」'、 J;

ン1戸'-4 二

T、

じ'1、.4'突毒一"エノ.11キ声
・;ξ途■勢ξ-71蔀

,1411三又にf三1,三1
^,ノ.」,'

^

/.・,

『、

^

烹
踊

'ー、ー、.ξ"ー、
ノ','"、〒'牙,4.

"9芽オ,.、ノ七'豊',

.一嗣

.、ゾイ、1弓,111武ヲ"'-t ,轟7'ノ・エ,
'

、、.'ず,,、^゛ 1

,'゛^. J、ノー;,
'づ,1 "■J /」"^ "、

「ナ,に,,;違1-Ξ," Lt二ーニ・ー;ー"

J'.^

ノ

i

'.

、
ι'

^

「鬼

、

{

ヨ

呈

.甲■^

゛1

ー、鴛1

一叫^

轟

一

5

'

"'ト゛ー,、.
、 4

1
^^

(ご今ゞ11
,、1マイ〕'

^

ノ

1

ノ

...:"

,

,ナ、

ノ

1、
十,

風ι"ヘ
司イ

.""Jず

^

く

、1

イ 1
1^ι^、J

ノ.ーヨ
、.;
,'

七
'L

'
JI

JJ

?
J
 
」
ゞ
t
薪
、
り
毛
ム
,
ノ
,
リ
土
っ
獣
 
E
 
;
」
、
 
f
゛
ゞ

牢
'
ノ
」
ち
 
J
,
子
ι
'
i
 
,
,
'
イ
.
'

.
 
6
1
 
'
出
゛
一
、
.
デ
.
'
'
,
一
」
f
 
-

ゾ
琴
顎
、
'
'
武
g
二
ゞ
謁
兆

,
生
 
1
 
、
'

4

ー
ゾ
'

ノ
/
.
'
、
イ

ノ
/
.
'

ン
壽
'

ノ

七

キ
 
J
 
/

{

ノ
;
,
ノ
;
;
^
寸
一
弍
^

三
、
,
 
4
二
X
ゾ
ご
●
ノ
i
 
:
弓
,
.
'
■
,
ヰ
欝
0
畢
ミ
:

ン
/
,
,
,
、
1
 
偽
1
4
J
"
、
ー
ノ
一
^
'
で

'
"
.
」
;
'
.
七
レ
ノ
一
:
一
'
,
゛
一

」
゛

今
髪
系
二
'

一
.
,

.
 
J
 
●
.

肌
.

一
'
.
、
ノ
,
一
,
.

一
一

P
 
h
/
:
一
子
 
1
i

.
 
t
 
,
,
ノ
一

ニ
ニ
,
一
,
ノ

一
.
・
γ

゛

ノ

,
,
ニ

ゾ

J
-
.

げ

,
゛
当
ゞ
驫

一

"

ノ

~

よ
ー
ー
ゴ

'
.

」
『
.
と

縛
,
 
r
 
、
"
"
一

q
七
口
b
ぱ
'

一
:
"
ノ
丁
,
;
、
,

,
 
f
 
,
,
"
,
立
゛
"
.

一

、
一
、

.
'

J
-

圭
J'
言
柴
.

一

、

÷

'

、
ー
ゞ
叉
"
●
,

冒
,
.

4
U

,
.
"

゛

ど
,
^
ト
く
一
・
.
'
/
3
 
÷
、

毛
f
多
ψ
,
●
一
÷
勇
^

,

」
"

.
'
美
.
'
、
,
,
,

,
、
ι
,
,
ノ
゛
、
一
'
、
イ

ノ
ゞ
;

」
、
、
、
之
髪
^
,
゛
、
、
.
^
.

,
写
'
:

"

.

、
,
・
・
、
り
,

J
 
A
 
ナ
゛
J
/

一

3
●

ι

ど
^
一
や
、
^
二
j
^
ー
モ
、
、
,
一
・

ノ
叉
1
 
,
ン
゛
.
 
J
 
、
'
ん
^
}
,
'
 
J
 
j
 
1

,
 
t
、
、
、
,
一
二
;
゛
一
'

ま
ゴ

、
」

一

籍

.
ι

,
.
茎
.

、

〕

ヤ
、
,
ー

.

↓

王
女
=

"
三
=

●
』
ノ
'
ノ
,
゛
イ
'

一

'

尋
一

凡

.

人
コ

.
一
'

.

-
J
 
二
t

き
ノ

ノ
、

〕
i

J

丁

'
.
ノ

占
'

゛
,
ー
」

ー
,
"'

』
、

一

U
六
一

ー
.
、
.

一
一

ノ゙

f
ン

一

、

『

、

ノ

、

」

ツ
゛
,

」」
一

一

-
ー

"一

、
〔

ニ
・
{
,
^
^
'
^
士
4
・
ミ
.
'
^

ー
.
区
.
ι

一

、
ゞ
・
ン

'
ノ
.
/
 
0
;
ニ
リ
'
二
一
,

」
t
 
,
;
、
;
、
 
J
 
二
二
三
 
Y
、
.
、

J
、
玉
,
,
三
ト
"

-
J

ぜ
一

翻
{
与
J
J

『
■
『斗

二
が
'
ー
、
女
'
"

ゞ
亦
f
之
ι
勇
七

毛

一
,
、
3
、
.
 
C
ン
ノ
才
一

り
.
り
,
ー
-
"
タ
;
一
,
゛
イ
、
,
.
、
j
1
f
卜
j
-
t
 
-

^
一
^
j
^
'
七
一
シ
ノ
/
y
y
 
゛
^
^
N
'
^
.
一
、
、
.
^
f
ゞ
^
一
ゞ
一

^
ー
ゞ
^
、
や
"
^
ミ
・
゛
六
^
、
1
迷
郡
之

'
^
 
f
 
ゞ
ー
ン
、
ノ
゛
i
 
ナ
、
ゞ
予
J
寺
武
4

,
.
'
y
 
,
 
4
 
、
,
一
^
,
ン
、
,
ン
~
、
^
、
、
゛
^
ー
ノ
、
、
^
j
y
,

.
七
,
三
^
、
,
入
二
＼
§

子
松
タ
ゞ
,
ー
、



イ

1

.、

J'、・ー,'

＼

砥
、

J

i■11
?ンi;ニ;ι一

ニ'
.」、

ー、

" i,

竜/'

" J 、イ推

'1

メ゛
'#,

3

^^

^

ノ'

キ、、

轟
、,牛

,、.

^

+゛^

、『

'＼、t立
'^

晶

"、
三

宅

^

^

ー'学

^

イ;イ
'

^

ー、、・",声j巽ど^、'
゛」.+^^

.二翫J.;・轟一,,、 3'夢气

、戸

'ノ〒'^'」'子^ニ

/ j荏1広三■●;■、"÷1、、 1'雁ν{"゛,ι弓'トへ送41、,,"三'曝

、甑'yy
1 三桑't゛.ゞ、1K;:、.i,ユX七',、;"捌

・・、、}1ミ1ミ、、ゞ・'ニ

、ミ

]

.

＼・

だ、・

、、エ
γ'

_゛幸'J
^^

' 1

1'.'.
」

二

^^毛、

2

"一』」

畳

.、

一

1 リJ

,享

ン

リj
.J

^
、

"ト」ー
X

宅

.1

.11

モ 毛

『亀 J

2

図版10 (第11図)ヤコウガイの蓋(1)、ウマの寛骨(2)、シカの角(3)
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